
出
産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
に
追
わ
れ
て
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
。

自
分
自
身
の
ケ
ア
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

産
後
ケ
ア
に
参
加
し
て
、
母
に
な
っ
た
『
私
』
の

健
康
な
体
と
心
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
♪

講

師

N
P
O
法
人
マ
ド
レ
ボ
ニ
ー
タ

永
野
間

か
お
り

さ
ん

（
道
内
唯
一
の
産
後
セ
ル
フ
ケ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

日

時

９
月

日
（
金
）

午
後
１
時

分
～
午
後
３
時

分

２２

３０

３０

場

所

津
別
町
中
央
公
民
館

２
F
研
修
室

対

象
・
産
後
１
ヶ
月
健
診
を
終
え
た
２
ヶ
月
目
～
６
ヶ
月
の
女
性
と

そ
の
赤
ち
ゃ
ん

※
生
後
2
1
0
日
以
内
（
2
0
1
7
年
2
月

日
以
降
生
ま

23

れ
）
の
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

・
お
産
に
向
け
て
体
力
づ
く
り
を
し
た
い
妊
婦
さ
ん
（
妊
娠
16

週
以
降
で
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方
）

・
産
後
何
年
も
経
っ
て
い
る
方
、
出
産
は
ま
だ
の
方
、
産
後
ケ

ア
に
興
味
あ
る
方

人

数

名
１５

参

加

費

無
料

託
児
あ
り

2
月

日
以
前
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
上
の
お
子
さ
ん
は

23

信
頼
で
き
る
方
に
お
預
け
に
な
る
か
、
託
児
に
お
預
け
に

な
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
託
児
利
用
の
際
は
、
お
申
込
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

持

ち

物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
託
児
等
に
必
要
な
も
の

申

込

み

９
月

日
（
月
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課

１１

緯

室
2
7
1
3
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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平
成

年
度
「
救
急
の
日
」
の

２９

事
業
と
し
て
、
一
般
町
民
を
対
象

と
し
た
「
町
民
救
急
医
療
教
室
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

美
幌
国
保
病
院
の
安
井
先
生
に

よ
る
「
救
急
医
療
講
演
」、
そ
の
他

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
い

ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
実
技
を
行

い
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
町
民
救
急
医
療
教
室
】

日

時

９
月
８
日
（
金
）

午
後
６
時

分
～
８
時

３０

会

場

津
別
町
民
会
館

講
堂

実
施
内
容

臼
救
急
医
療
講
演

「
歩
く
と
こ
わ
い
！

息
切
れ

が
す
る
！

本
当
に
ト
シ
の
せ

い
だ
け
で
す
か

」
!?

～
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
す
す
め
～

〈
講

師
〉
美
幌
町
立
国
民
健
康

保
険
病
院

呼
吸
器
内
科
部
長

安

井

浩

樹

先
生

渦
応
急
処
置
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
・
実
技

問
い
合
わ
せ
先

美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合

津
別
消
防
署
グ
ル
ー
プ
救
急
担
当

緯

室
２
１
８
９

７６

「
全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日

相
談
所
」
と
「
法
務
局
な
る
ほ
ど

講
座
」
を
同
時
開
催
し
、
地
域
の

皆
様
の
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

土
地
・
家
屋
に
関
す
る
登
記
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
虐
待
、
相
続
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
困
り
の
際

は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

場

所
釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

（
北
見
市
高
砂
町

番
地

号
）

１４

１４

※
無
料
駐
車
場
有

・
相
談
所

１
階
事
務
室

・
講

座

２
階
会
議
室

日
時
・
内
容

月
１
日
（
日
）

１０
・
相
談
所

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

土
地
・
家
屋
に
関
す
る
登
記
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
虐
待
、
相
続

に
関
す
る
こ
と
な
ど

・
第
１
講
座

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

「
遺
言
制
度
に
つ
い
て
」

講
師

北
見
公
証
役
場

伊
藤
正
之
公
証
人

・
第
２
講
座

午
前

時

分
～
正
午

１１

３０

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に

つ
い
て
」

講
師

釧
路
地
方
法
務
局
北
見

支
局
長

予
約
・
申
込
締
切

９
月

日
（
金
）
ま
で

２９

（
受
付
時
間

月
～
金
曜
日
の

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

・
相
談
所

予
約
者
を
優
先
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
講

座

受
講
定
員
は

名
ま

２０

で
で
す
。
超
過
し
た
場
合
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

総
務
課

緯
０
１
５
７
室

室
６
１
６
６

２３

※
音
声
案
内
「
３
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

を
、
日
本
中
の
青
年
司
法
書
士
が

連
携
し
、
全
国
一
斉
に
開
催
し
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日

時

９
月
２
日
（
土
）

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

錆
０
１
２
０
室
５
６
７
室
３
０
１

担
当
者

釧
路
青
年
司
法
書
士
協

議
会
（
安
田
）

問
い
合
わ
せ
先

緯
０
１
５
６
室

室
２
１
９
８
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アイヌ民族のご遺骨等の
返還に関するお知らせ

北海道大学及び札幌医科大学では、平成28年９月30

日より、各大学が保管しているアイヌ民族のご遺骨等の

うち、身元が判明したご遺骨等をお返しする手続きを開

始しております。

また、北海道大学では、この度、既に大学のホーム

ページ等で公開している16体に加え、新たに18体のご

遺骨の身元が判明したことから、平成29年５月31日よ

り、これらの34体のご遺骨等の情報を北海道大学の

ホームページで公開しております。

情報を公開しておりますご遺骨等に関し、お心当た

りのご遺族の方は、各大学の担当窓口までお問い合わせ

をお願いいたします。

また、一体のご遺骨等について、複数のご遺族から返

還のお申し出がある場合も考えられますことから、一番

初めにお申し出いただいた方の手続きが行われてから、

一年の間、他の方からの返還のお申し出をお受けいたし

ます（現在公開しておりますご遺骨等には、既に返還の

お申し出をいただいているものがございます）。

手続きや身元が判明したご遺骨等の情報など、詳しく

は、各大学のホームページをご確認いただくか、または

問い合わせ窓口までお問い合わせをお願いいたします。

《問い合わせ窓口》

北海道大学アイヌ遺骨等返還室 緯０１２０－６２２－２７７
http://www.hokudai.ac.jp/news/2016/09/post-411.html

札幌医科大学事務局総務課 緯０１２０－３６１－１１５
http://web.sapmed.ac.jp/jp/smu-ainu.html

問い合わせ先 住民企画課住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

９月21日（木）～30日（土）

ɜ子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢

運転者の交通事故防止

ɜ夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の

交通事故防止

ɜ全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底

ɜ飲酒運転の根絶

஠ ࣭ ਹ ത ࿒ ດ

交通事故死ゼロを目指す日 ９月30日（土）

９月のよろず相談 緯76－2151（内線216）

日 時 ９月15日（金） 午後1時～3時

場 所 林業研修会館 １階図書室

相談委員 大場建男、福井全雅

心配ごと相談 緯76－1161

心配ごと相談は、社会福祉協議会で随時受付し、

相談員との日程を調整します。気軽にお問い合わ

せください。

よろず相談ɕ心配ごと相談のお知らせ
９
月
８
日（
金
）

町
民
救
急
医
療
教
室
を
開
催

法
務
局
休
日
相
談
所
、法
務
局

な
る
ほ
ど
講
座
を
同
時
開
催

司
法
書
士
に
よ
る「
全
国
一
斉

養
育
費
相
談
会
」を
開
催

今年度の「男の料理教室」は、秋に2回と冬に2回、合計4回開催します。

第1回目と第2回目は下記の日程で開催します。料理の苦手な方・包丁を全く

握ったことがない方大歓迎！ 秋の食材を生かした献立に挑戦してみましょう。

対象者 町内にお住いの60歳以上の男性の方

（一人暮らし・家族と同居・二世帯住宅等、世帯の

状況は問いません）

開催日時と献立の予定

第１回目 平成２９年9月27日（水）

献立：フライパンピザ、鮭のクリームシチュー、他

第２回目 平成２９年10月4日（水）

献立：栗ご飯、きのこ汁、他

※いずれも、時間は午前10時から午後１時ごろま

でです。

会 場 津別町民会館 調理実習室と和室

講 師 津別町役場管理栄養士 土井ゆかりさん

※調理実習時、津別町赤十字奉仕団のボランティ

アが各グループに入り、お手伝いしてくれます。

参加費 各回300円（材料費として） 定員 各回20名

その他 臼いずれか都合のつく日、もしくは挑戦し

たい献立の日だけの参加もOKです。申し込みは

各回1週間前までにお願いいたします。

渦冬場の教室は、2月下旬～3月上旬で日程・内容

を 調整中です。決定次第、ご案内いたします。

申し込み・問い合わせ先

津別町社会福祉協議会（佐藤）まで 緯76－1161

平成29年度のテーマ～季節感のある献立に挑戦！～

『男の料理教室』のご 案内

《
教
育
委
員
会
主
催

家
庭
教
育
講
座
》

産
後
ケ
ア
教
室

母
親
講
座


